
　

は
じ
め
に

　

宗
像
大
宮
司
家
は
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
八
月
宗
像
氏
実
が
源
頼
朝
か
ら
「
重

代
人
」
と
し
て
安
堵
さ
れ
て
以
来
、
鎌
倉
御
家
人
と
し
て
存
立
し
た
。
鎌
倉
幕
府
の
滅

亡
に
際
し
て
、
に
わ
か
に
建
武
政
権
側
に
付
く
が（
１
）、

九
州
に
落
ち
延
び
て
き
た
足
利

尊
氏
に
味
方
し（
２
）、

そ
の
後
は
一
貫
し
て
武
家
方
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
の
た
め
、
宗

像
大
社
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
北
朝
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
に
編
纂
さ
れ
た
「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」

（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
二
巻
所
収
）
に
は
、「
正
平
」
年
号
を
も
つ
文
書
が
六
通
挙
げ

ら
れ
て
い
る
（【
表
一
】
参
照
）。
№
１
は
足
利
義
詮
の
下
文
で
あ
る
が
、
正
平
六
年

（
一
三
五
一
）
十
二
月
は
い
わ
ゆ
る
「
正
平
の
一
統
」
の
時
期
（
正
平
六
年
＝
観
応
二

年
十
一
月
～
正
平
七
年
＝
観
応
三
年
閏
二
月
）
で
あ
る
た
め
、
南
朝
年
号
が
使
用
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
№
２
～
４
は
「
正
平
十
年
十
一
月
」
の
年
紀
に
よ
っ
て
五
一
代
大
宮

司
の
氏
正
か
ら
氏
俊
へ
社
務
職
幷
別
府
・
宮
方
検
断
公
文
職
、
赤
馬
地
頭
職
を
譲
与
す

る
譲
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
氏
正
は
、
同
年
三
月
五
日
段
階
で
は
、「
文
和
四
年
」
と

い
う
北
朝
年
号
に
よ
っ
て
、
肥
前
国
晴
気
保
地
頭
職
、
神
崎
五
町
分
、
壱
岐
薬
師
丸
を

氏
俊
に
譲
与
し
て
い
る（
３
）。

こ
の
間
、
同
年
八
月
に
、
征
西
将
軍
懐
良
親
王
が
菊
池
の

軍
勢
と
と
も
に
、
肥
前
国
、
筑
前
国
、
豊
後
国
、
豊
前
国
を
経
て
博
多
に
入
り
、
有
力

武
士
が
次
々
と
参
陣
し
て
い
た
。
北
部
九
州
に
お
け
る
宮
方
優
勢
の
状
況
の
な
か
で
、

氏
正
は
南
朝
年
号
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
№
５
は
少
弐
頼
尚
の

書
下
で
、
頼
尚
は
一
三
五
三
年
七
月
頃
か
ら
南
朝
年
号
で
あ
る
「
正
平
八
年
」
を
用
い

始
め
て
、反
幕
府
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
た（
４
）。

№
６
は
宗
像
郡
「
朝
町
村
本
主
」

の
宇
佐
胤
泰
か
ら
宇
佐
氏
泰
へ
の
譲
状
で
あ
る
。「
朝
町
村
本
主
」
は
最
終
的
に
宗
像

大
宮
司
家
に
相
伝
さ
れ
る
が（
５
）、

胤
泰
か
ら
氏
泰
へ
の
譲
与
の
時
期
は
、
正
平
十
年
の

征
西
府
博
多
入
り
か
ら
正
平
十
六
年
の
大
宰
府
入
り
の
間
で
あ
り
、
宮
方
優
勢
の
状
況

で
あ
っ
た
。

宗
像
大
宮
司
家
と
南
朝
年
号

　
―
「
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
の
成
立
背
景 

―

野
木
　
雄
大【図一】　宗像大宮司家略系図
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以
上
の
よ
う
に
、「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
に
み
え
る
南
朝
年
号
を
持
つ
文
書
は
、

武
家
方
の
宗
像
大
宮
司
家
が
宮
方
優
勢
の
状
況
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
年
号
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

南
朝
年
号
を
持
っ
た
現
存
す
る
史
料
と
し
て
は
、「
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行

事
」（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
所
収
。
以
下
、「
正
平
」
と
略
す
。
現
存
本
は
近
世

初
頭
の
写
し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
後
述
）
が
あ
る
。「
正
平
」
は
、「
宗
像
宮
」

の
「
本
社
・
従
神
・
末
社
・
小
神
已
下
」
の
目
録
を
記
し
、
そ
の
次
に
「
当
社
一
年
中

五
千
九
百
余
度
仏
神
事
目
録
事
」
と
し
て
宮
社
ご
と
に
正
月
か
ら
十
二
月
に
至
る
神
事

の
日
取
り
と
名
称
を
記
し
て
お
り
、
正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
当
時
の
宗
像
社
を

構
成
す
る
諸
神
社
と
そ
の
神
事
を
知
る
上
で
不
可
欠
の
史
料
で
あ
る
。
既
往
の
研
究
で

は
、
神
事
の
内
容
や
本
社
・
末
社
の
構
成
に
つ
い
て
の
考
察
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
史

料
が
南
朝
年
号
を
持
つ
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
そ
の
も
の
の
意
義
は
あ
ま
り

重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
南
朝
年
号
と
い
う
視
点
か
ら
「
正

平
」
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

　
一
．「
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
に
お
け
る
「
役
」

　
「
正
平
」
を
検
討
す
る
上
で
着
目
し
た
い
の
は
、
一
部
の
神
事
に
付
さ
れ
た
「
～
役
」

と
い
う
表
記
で
あ
る
。
中
世
の
辺
津
宮
は
、
第
一
宮
（
＝
第
一
大
神
宮
・
惣
社
）、
第

二
宮
（
＝
第
二
大
神
宮
・
中
殿
）、
第
三
宮
（
＝
第
三
大
神
宮
・
地
主
）
と
い
う
主
要

な
三
つ
の
宮
か
ら
な
る
が
、
第
一
宮
は
神
事
の
数
も
多
く
、
神
事
ご
と
に
「
役
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。

№ 年月日 文書名 内　容 「惣目録」項目

1 正平６年（1351）
12月３日 義詮御下文 社務氏正代　肥前国杵嶋北郷

須古荘地頭職文言在之 「別府文書」

2 正平10年（1355）
11月5日 自氏正氏俊譲状 社務職幷別府・宮方検断公文

職事 「代々社務譲状次第」

3 正平10年（1355）
11月5日 自氏正氏俊譲状 子細同前 「代々社務譲状次第」

4 正平10年（1355）
11月14日 自氏正氏俊譲状 赤馬地頭職事 「代々社務譲状次第」

5 正平12年（1357）
８月13日 大宰少弐頼尚奉書 「海賊追罰守護奉書」

6 正平14年（1359）
４月19日 宇佐胤泰譲状

同朝町本主也　　裏書ニ宇佐
氏泰宗像方所進文言在之貞治
二年三月廿三日

「朝町本主文書」

【表一】　「宗像社家文書惣目録」における南朝年号史料
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【
史
料
一
】「
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」

　

 
（
前
略
）

一　

第
一
太

（
マ
マ
）神

宮
仏
神
事

　
　

朔（
正
月
）日　

　
　

大
御
神
事

伝
供

御
供　
　
　
　
　
　

祝
・
御
供
宮
師
役

　
　

同
日　
　
　

朔
幣
神
事　
　
　
　
　
　
　

社
務
役

　
　

同
日　
　
　

最
勝
王
経
・
仁
王
会
仏
事　

同
役

　
　

同
日　
　
　

青
馬
節
会
神
事　
　
　
　
　

同
役

　
　

同
日　
　
　

御
鍛
治
屋
御
占
神
事　
　
　

占
部
禰
宜
役

　
　

同
日　
　
　

大
神
宮
大
御
神
事

伝
供

御
供　
　
　

社
務
役

　
　

同
日　
　
　

本
地
講
筵
仏
事　
　
　
　
　

伊
王
丸
役

　
　

同
日　
　
　

般
若
心
経
供
養
仏
事　
　
　

社
務
役

　
　

同
十
三
日　

弥
勒
寺
煎
花
庄
仏
事　
　
　

惣
宮
師
役

　
　

同
十
四
日　

同
寺
中
夜
仏
事　
　
　
　
　

同
役

　
　

同
十
五
日　

踏
歌
大
神
事

伝
供

御
供　
　
　
　
　

社
務
役

　
　

同
日　
　
　

望
祭
御
神
事　
　
　
　
　
　

同
役

　
　

同
日　
　
　

弥
勒
寺
修
正
仏
事　
　
　
　

同
役

　

 

（
後
略
）

　

こ
れ
ら
の
「
役
」
に
つ
い
て
、『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
一
六
八
頁
で
は
、「
神
事

に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
担
当
す
る
神
官
の
役
職
名
、
供
物
等
を
負
担
す
る
地
域
の
名
な

ど
が
併
せ
記
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。「
社
務
役
」
や
「
占
部
禰
宜
役
」
な
ど
神
職
名

が
記
さ
れ
た
「
役
」
は
神
事
の
担
当
者
、「
宮
永
村
役
」（「
第
一
太
神
宮
仏
神
事
」
三

月
三
日
「
大
祭
神
事
」）
や
「
西
郷
・
久
末
役
」（
同
八
月
十
五
日
「
清
酒
神
事
」）
な

ど
地
域
名
が
記
さ
れ
た
「
役
」
は
御
供
の
負
担
者
を
指
す
と
い
う
理
解
で
あ
ろ
う
。
加

瀬
直
弥
氏
は
、「
正
平
」
で
は
御
供
を
神
前
に
伝
供
（
神
饌
を
下
座
か
ら
順
次
上
座
に

手
渡
し
て
奉
奠
す
る
こ
と
）
す
る
神
事
が
「
大
神
事
」
と
さ
れ
、「
大
神
事
」
の
ほ
と

ん
ど
に
「
社
務
役
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
中
央
か
ら
宗
像
社
へ
移
入

さ
れ
た
神
事
を
「
大
神
事
」
と
し
て
権
威
付
け
る
た
め
に
大
宮
司
（
社
務
）
が
機
能
し

た
こ
と
を
主
張
す
る
。
加
瀬
氏
は
「
役
を
負
担
す
る
こ
と
自
体
は
、
神
事
へ
の
具
体
的

な
参
加
を
意
味
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、「
役
」
を
神
事
費
用
の
負

担
者
と
解
す
る
一
方
で
、「
社
務
役
」
に
つ
い
て
の
評
価
か
ら
は
神
事
の
担
当
者
と
も

解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
６
）。

従
来
の
評
価
で
は
、「
役
」
が
神
事
を
担
当
す
る
役

職
名
な
の
か
、
供
物
（
御
供
）
の
負
担
者
な
の
か
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。

　

他
の
第
一
宮
の
神
事
を
参
照
す
る
と
、
三
月
三
日
「
大
神
事

伝
供　

両
御
供　

一
方
社
務
役　
　

一
方
御
供
宮
師
役

」、
五

月
五
日
「
五
社
神
輿
御
幸
五
月
会
大
神
事

伝供

両
御
供　

一
方
社
務
役　

一
方
惣
宮
師
役

」、
七
月
七
日
「
七
夕
蟲

振
神
事　

御
供
者
二
王
丸
役

酒
肴
者
実
相
院
役

」、
八
月
十
五
日
「
放
生
会
大
神
事

伝
供

両
御
供　

一
方
惣
宮
師
役　

一
方
御
供
宮
師
役

」、
九

月
九
日
「
御
九
日
大
神
事

伝
供

両
御
供　

一
方
社
務
役　
　

一
方
御
供
宮
師
役

」
と
あ
り
、「
両
御
供
」
の
負
担
者

と
し
て
二
方
の
「
役
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、「
役
」
＝
御

供
の
負
担
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
正
平
」
に
記
さ
れ
た
神
事
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、「
正
平
」
の
成
立
か

ら
七
年
後
の
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
に
原
本
が
成
立
し
た
「
応
安
神
事
次
第
」（
以

下
、「
応
安
」
と
略
す
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
内
容
に
異
同
が
あ
る
甲
本
、
乙
本
、
丙

本
、
丁
本
、
戊
本
、
癸
本
の
六
つ
の
伝
本
が
存
在
す
る
が
、
甲
本
が
最
も
原
本
に
近
い

写
本
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
の
「
応
安
」
の
引
用
は
、
断
り
の
な
い
限
り
甲
本
か
ら
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で
あ
る
。
ま
た
、
甲
本
に
は
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
の
引
用
に
際
し
て
は

省
略
す
る
）。

　
「
正
平
」
の
正
月
朔
日
「
本
地
講
筵
仏
事　

伊
王
丸
役
」
は
、「
応
安
」
で
は
正
月
八

日
「
御
加
治
屋
事
」
に
続
け
て
別
筆
で
「
本
地
講
在
之
、
楽
読
師
、
酒
肴
、
伊
王
丸
沙

汰
」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
は
、
酒
肴
を
用
意
す
る
「
役
」
と
し
て
「
伊
王
丸
役
」
が
設

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
「
正
平
」
と
「
応
安
」
と
で
共
通
性
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第

一
宮
の
神
事
に
つ
い
て
、「
正
平
」
正
月
十
五
日
「
踏
歌
大
神
事

伝
供

御
供　

社
務
役
」
は
、

「
応
安
」
正
月
十
五
日
「
惣
社
踏
歌
事
」
で
は
「
政
所
御
供
如
レ
例
」
と
さ
れ
、「
正
平
」

三
月
三
日
「
大
神
事

伝
供　

両
御
供　

一
方
社
務
役　
　

一
方
御
供
宮
師
役

」
は
、「
応
安
」
で
は
「
御
供
者

御
供
宮
師

政
所
御
供

」
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、「
正
平
」
で
は
政
所
社
の
正
月
七
日
「
青
馬
神
事
」
を
「
社
務
役
」

と
す
る
が
、「
応
安
」
で
は
そ
の
御
供
を
「
政
所
ノ
役
也
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
正
平
」
で
「
社
務
役

0

0

0

」
と
さ
れ
た
御
供

0

0

0

0

0

0

の
な
か
に
は
、「
応
安
」
に
お
い
て
「
政
所
御

供
（
政
所
役
）」
に
変
更
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
し
う
る
。

　

さ
ら
に
、「
正
平
」
の
第
一
宮
神
事
で
は
、
四
月
十
八
日
「
臨
時
祭
大
神
事

伝
供

御
供

」
は

「
祝
詞
禰
宜
役
」、
同
日
「
神
祭
神
事
」
は
「
社
務
役
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
四
月
十
六

日
に
行
わ
れ
る
第
二
宮
臨
時
祭
は
「
社
務
役
」、四
月
十
八
日
の
第
三
宮
臨
時
祭
は
「
祝

詞
役
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
神
事
に
つ
い
て
「
応
安
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

 

【
史
料
二
】「
応
安
神
事
次
第
」
甲
本
（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
所
収
、
傍
線
・
傍

点
は
筆
者
、
以
下
、
同
じ
）

　
　

一　

十　（
四
月
）　

八
日

巳時

、
臨
時
祭
事
、

先
御
内
皆
参
、
有
祓
、
有
笛
・
拍
子
、
馬
上
、
神
馬
疋
、
御

三
張

幣
ヲ

御
崎

ニ
立

ツ
、

三
所
宮
同
。

　
　
　
　

第
三
宮
事
、

大
御
供
三
前
、
小
神
供
三
十
六
前
、
界
物
三
前
、
御
酒
一（

瓶
）、

御
幣
十
二
帳
、

　
　
　

御
前

ノ
池

ノ
上

ノ
橋

ノ
上

ニ
テ

御
神
楽
、
榊
舞

ア
リ

。

　
　
　
　

第
二
宮
事
、
自
二
御
供
方
一
庁
座  

有
二
酒
肴
一
。

　
　
　

御
供
同
前
、
御
神
楽
同
。

　
　
　
　

第
一
宮
事
、

　
　
　

自
二
場
庭
末
一
烈（

列
）参

、
御
崎

ニ
祝
詞
禰
宜
参

ス
。
御
供
、
御
神
楽
次
第
同
前
。

　
　
　

御
庁
・
僧
座  

有
二
酒
肴
一
。
御
供
役
人  

沙
汰
也
。

　
　

一　

同
晦
日
、
惣
社
神
祭
事
、

大
御
供
三
前
、
小
神
供
六
前
、
界
物
三
前

御
酒
一

御
幣
十
二

、
合
掌  

三
共
、
頭
禰
宜
沙
汰

也
。
有
二
忌
子
・
祝
詞
大
飯
一
。
合
掌
者
饗
膳
也
。
飯
三符
升
、
菜
八
種

清
進
四

魚　

四

、
是

ヲ
柏

ノ
器
物

ニ
入
下
也
。

　
「
神
祭
神
事
」
は
、「
応
安
」
で
は
四
月
晦
日
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
御
供
は
「
頭
禰

宜
沙
汰
」
と
あ
る
。「
臨
時
祭
」
は
、
第
二
宮
で
も
四
月
十
八
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、

第
一
宮
・
第
二
宮
の
御
供
と
神
楽
は
第
三
宮
と
同
様
と
す
る
。「
臨
時
祭
」
の
御
供
の

負
担
者
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、三
つ
の
宮
で
同
様
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
正
平
」

と
は
異
な
り
、
御
供
の
負
担
者
も
同
一
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ど
の
よ
う
な
組
織

か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
正
平
」
で
は
み
ら
れ
な
い
御
庁
・
僧
座
に
酒
肴
を
提
供
す
る

「
御
供
方
」
＝
「
御
供
役
人
」
も
登
場
し
て
い
る
。

付
綃（
絹
）

ニ

ニ

ノ

テ
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こ
の
よ
う
に
、「
正
平
」
に
お
け
る
「
役
」
＝
御
供
の
負
担
者
と
す
る
な
ら
ば
、「
正

平
」
と
「
応
安
」
と
の
間
に
は
御
供
の
負
担
に
つ
い
て
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
応
安
」
は
御
供
の
負
担
者
を
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
大
宮
司

（
御
内
）
が
明
確
に
御
供
を
負
担
し
て
い
る
神
事
は
正
月
一
日
の
「
今
山
妙
見
大
菩
薩

御
神
事
」、
五
月
五
日
の
「
中
殿
御
廟
院
事
」、
八
月
十
三
日
・
十
四
日
の
放
生
会
、
九

月
の
「
九
日
御
神
事
」
を
除
い
て
確
認
で
き
な
い
。「
正
平
」
が
伝
え
る
御
供
の
負
担

者
と
し
て
の
「
社
務
役
」
の
多
さ
は
、
大
宮
司
を
媒
介
と
す
る
神
事
の
権
威
付
け
と
い

う
意
味
よ
り
も
、
大
宮
司
自
ら
が
数
多
く
の
御
供
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
を
物

語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

二
．
祝
詞
禰
宜
・
忌
子
禰
宜

　

前
章
で
四
月
十
八
日
の
第
一
宮
・
第
三
宮
臨
時
祭
が
「
祝
詞
禰
宜
役
」
で
あ
っ
た
こ

と
に
触
れ
た
が
、祝
詞
禰
宜
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
正

平
」
で
「
祝
・
御
供
宮
師
役
」
と
さ
れ
る
正
月
朔
日
の
「
大
御
神
事
」
は
、「
応
安
」

で
は
内
陣
の
扉
を
開
く
神
事
に
お
い
て
左
の
戸
を
祝
詞
禰
宜
が
、
右
の
戸
を
忌
子
禰
宜

が
開
く
と
し
、
ま
た
、「
伝
供
」
の
際
も
祝
詞
禰
宜
と
忌
子
禰
宜
は
左
右
に
分
か
れ
て

大
床
に
立
つ
と
す
る
。
ま
た
、【
史
料
二
】「
惣
社
神
祭
事
」
で
も
「
有
二
忌
子
・
祝
詞

大
飯
一
」
と
あ
り
、
祝
詞
禰
宜
と
忌
子
禰
宜
は
対
と
な
っ
て
宗
像
社
の
神
事
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
本
章
で
は
、
祝
詞
禰
宜
と
忌
子
禰
宜
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
。

　（
一
）
祝
詞
禰
宜

 

【
史
料
三
】「
宗
像
宮
年
中
諸
神
事
御
供
下
行
事
」
奥
書
（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻

所
収
。
以
下
、「
御
供
下
行
事
」
と
略
す
）

右
、
御
供
之
注
文
者
、
氏
国
御
館
之
御
時
、
委
御
定
有
て
、
定
置
給
ふ
所
也
。
其

後
代
々
の
社
務
之
御
代

ニ
、
猶
委
細

ニ
被
二
定
置
一
た
る
註
文
也
。
然
間
、
祝
詞
致

広
、
先
祖
六
三
郎
大
夫
こ
れ
致
よ
り
以
来
、
八
代
相
伝
之
祝
詞
職
也
。
其
後
弥
藤

太
致
安
之
時
、
殊
御
沙
汰
有
て
、
三
所
大
菩
薩
を
始
て
七
十
五
社
に
至
ま
て
、
公

家
・
武
家
・
当
所
諸
人
の
遣
物
に
お
ひ
て  

一
向
祝
詞
之
計
た
る
へ
き
よ
し
、
依

レ
仰
、
大
小
の
御
祭
の
御
供
の
事
も
御
書
下
も
不
レ
成
、
諸
方

ニ
下
者
也
。
致
安
よ

り
致
よ
し
ま
て
四
代
相
伝
之
註
文
、
余

ニ
為
レ
破
間
、
応
安
八
年

乙卯

三
月
十
日
書
写

置
也
。

　
　
　

権
擬
大
宮
司
祝
詞

0

0

禰0

宜
藤
原
致
広

0

0

0

0

0　

在
判

右
此
註
文
者
、
祝
詞
相
伝
之
本
也
。
自
然
為
二
紛
失
一
、
当
祝
詞
致
宣
之
時
、
書
写 

畢
。

　
　
　

永（
一
四
三
七
）

享
九
年

丁巳

三
月
七
日　

大
宮
司
氏
俊
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
宮
司
氏
郷
御
判

右
注
文
者
、
永
禄
二
年

己未

以
来
、
依
二
社
乱
一
、
祝
詞
広
致
断
絶
之
間
、
社
務
氏
貞

◦公

御
文
書

之
箱

ニ
在
レ
之
。
申
請
、
学
頭
秀
賀
書
写
畢
。
当
祝
詞
守
頼
相
伝
之
後

代
之
秘
本
、
不
レ
可
レ
有
二
他
見
一
者
也
。

　
　
　

永
禄
十
三
年

庚午

八
月
十
日　

学
頭
秀
賀　

在
判

右
注
文
者
、
祝
詞
相
伝
之
本
也
。
自
然
為
二
紛
失
一
、
為
二
後
代
一
写
置
所
也
。

ハ
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己
未
七
十
七
歳
自
筆
、

　
　

寛
永
十
二
年

乙亥

五
月
廿
三
日　

学
頭
長
賀
（
花
押
）

　
「
御
供
下
行
事
」
は
、
宗
像
社
の
年
中
諸
神
事
に
お
い
て
供
進
さ
れ
る
御
供
の
頒
賜

に
つ
い
て
定
め
た
書
付
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
応
安
八
年
に
祝
詞

0

0

禰0

宜
藤
原
致
広

0

0

0

0

0

が
書
写
し
た
も
の
を
永
享
九
年
に
祝
詞
禰
宜
致
宣
が
書
写
し
た
。
そ
の
後
、「
社
乱
」

に
よ
っ
て
祝
詞
禰
宜
が
断
絶
し
た
た
め
、
永
禄
十
三
年
に
学
頭
秀
賀
、
寛
永
十
二
年
に

学
頭
長
賀
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
現
在
に
伝
わ
っ
た
。「
祝
詞
相
伝
之
本
」
と
し
て
、 

「
不
レ
可
レ
有
二
他
見
一
者
也
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

傍
線
部
に
は
祝
詞
禰
宜
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
六
三
郎
大
夫
こ
れ
致
―
〇
―

〇
―
弥
藤
太
致
安
―
〇
―
〇
―
致
よ
し
―
致
広
…
…
致
宣
」
と
い
う
祝
詞
禰
宜
の
系
譜

を
想
定
で
き
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、「
三
所
大
菩
薩
」（
＝
辺
津
宮
第
一
宮
・
第
二

宮
・
第
三
宮
）
や
末
社
七
十
五
社
へ
の
遣
物
（
進
物
）
の
取
計
ら
い
一
切
を
担
う
こ
と

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
「
弥
藤
太
致
安
」
で
あ
る
。
応
安
八
年
に
「
御
供
下
行
事
」
を

書
写
し
た
致
広
か
ら
四
代
前
の
「
致
安
」
は
、
一
世
代
三
十
年
と
し
て
計
算
す
る
と
、

十
三
世
紀
後
半
頃
の
人
物
と
な
る
。

　

こ
こ
で
、
大
宮
司
を
除
く
神
職
が
そ
の
職
名
と
と
も
に
連
署
す
る
文
永
九
年

（
一
二
七
二
）
九
月
三
日
「
宗
像
大
神
宮
神
官
・
僧
官
・
御
灯
衆
等
連
署
起
請
文
」（
７
）

と
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
七
月
「
宗
像
社
祠
官
等
重
申
状
」（
８
）

と
を
参
照
し
て
み
た

い
。
両
史
料
に
み
え
る
神
職
の
職
名
と
名
前
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
二
】
で
あ
る
。

　

二
十
一
年
の
間
で
人
名
に
変
動
が
あ
る
が
、
共
通
し
て
名
前
の
み
え
る
者
が
七
名
存

在
す
る（
９
）。

七
名
の
う
ち
、
文
永
九
年
の
「
擬
少
宮
司
藤
原
致
康
」
は
、
正
応
六
年
に

「
祝
詞
禰
宜
藤
原
「
致
康
」」
と
み
え
る
。
こ
の
「
致
康
」
こ
そ
「
御
供
下
行
事
」
の
「
弥

藤
太
致
安
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
宗
像
神
社
史
』（
下
巻
四
六
四
頁
）

で
は
、「
致
康
は
そ
の
名
か
ら
見
て
、
祝
詞
家
の
人
と
思
は
れ
る
が
、
文
永
の
起
請
文

に
祝
詞
禰
宜
が
存
し
な
い
の
は
、
如
何
な
る
事
由
に
よ
る
か
。
察
す
る
に
、
致
康
は
そ

れ
以
後
に
お
い
て
、
本
来
の
祝
詞
職
に
就
い
た
の
で
あ
ら
う
」
と
す
る
。
正
応
六
年
の

「
宗
像
社
祠
官
等
重
申
状
」
が
「
祝
詞
禰
宜
」
の
初
見
で
あ
り
、「
弥
藤
太
致
安
」
の
時

文永９年（1272）９月3日
「宗像大神宮神官・僧官・御灯衆等連
署起請文」
　※「神官」部分のみ掲載

正応６年（1293）7月
「宗像社祠官等重申状」
　※実名部分は各人の自署

権擬少宮司兼御馬所別当宗倫（花押） 権擬少宮司宗形「資致」

権擬少宮司安倍光経（花押） 権擬少宮司安部「長光」

擬少宮司藤原資長（花押） 権擬少宮司宗形「資親」

擬少宮司藤原致康（花押） 擬少宮司藤原「致長」

宣命禰宜藤原致継（花押） 擬少宮司平「長滋」

権少宮司平長実（花押） 忌子禰宜宗形「千連」

権少宮司大中臣長経（花押） 擬少宮司大中臣「長連」

権少宮司宗形氏黒（花押） 祝詞禰宜藤原「致康」

忌子禰宜 権少宮司藤原「資長」

少宮司大中臣経実（花押） 宣命禰宜藤原「致継」

少宮司宗形氏秀（花押） 少宮司平「長真」

権擬大宮司宗形氏頼（花押） 少宮司宗形「親氏」

権擬大宮司宗形氏廉（花押） 権少宮司宗形「氏能」

擬大宮司宗形氏連（花押） 権擬大宮司大中臣「経実」

擬大宮司平季盛（花押） 擬大宮司中原「長信」

権大宮司宗像(資氏ヵ) 擬大宮司宗像「氏廉」

権大宮司宗像「資氏」

【表二】文永九年・正応六年神職名比較表

【表二】文永九年・正応六年神職名比較表
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に
祝
詞
禰
宜
の
権
限
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、「
致
安
＝
致
康
」
の
時
代
に

祝
詞
禰
宜
の
職
掌
が
整
備
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
書
写
置
」
と
あ
る
が
、「
御

供
下
行
事
」
は
応
安
時
点
の
実
態
に
即
し
て
新
た
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と（
10
）、「

こ
れ
致
」
か
ら
の
八
代
相
伝
の
祝
詞
職
と
い
う
「
御
供
下
行
事
」
の

表
現
は
、「
致
安
＝
致
康
」
以
前
の
由
緒
を
喧
伝
し
よ
う
と
す
る
祝
詞
禰
宜
致
広
に
よ
る

文
飾
で
あ
ろ
う（
11
）。

　
「
御
供
下
行
事
」
の
編
纂
と
同
時
に
、祝
詞
禰
宜
致
広
は
「
応
安
」
の
編
纂
も
行
っ
て

い
る
。
甲
本
奥
書
に
は
「
于
時
社
務
氏
俊
御
時
、
□（

祝
）詞

□
□
□（

致
広
）□

（
以
下
缼
）」
と
あ

り
、「
応
安
」
原
本
が
時
の
五
二
代
大
宮
司
氏
俊
の
下
で
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

甲
本
・
乙
本
と
は
別
系
統
の
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
戊
本
は
、
甲
本
か
ら
丁
本
で
は

欠
落
し
て
い
る
奥
書
が
完
存
し
、
さ
ら
に
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
の
追
補
部
分
を
備

え
、
伝
本
六
種
の
中
で
首
尾
完
全
な
唯
一
の
伝
本
で
あ
る（
12
）。

次
に
戊
本
の
応
安
八
年

奥
書
と
永
享
九
年
奥
書
と
を
掲
げ
る
。

 

【
史
料
四
】「
応
安
神
事
次
第
」
戊
本
奥
書
（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
所
収
）

右
、
当
社
年
中
行
事
引
付
者
、
度
々
騒
乱
之
時
令
二
粉（

紛
）失

一
欤
。
随
而
見
知
分
可
二

注
申
一
之
旨
、
依
二　

社
務
仰
一
、
大
概
所
レ
令
二
注
進
一
也
。
此
内
大
神
事
、
白
馬
、

踏
歌
者
、
被
レ
引
二
移
内
裏
節
会
一
、
孔
大
寺
ハ
九
州
之
沙
汰
、
今
者
始
レ
自
二
伝
教

大
師
御
願
一
敢
無
二
退
伝（

転
）一

者
也
。
御
神
楽
者
、被
レ
摸
二
天
岩
戸
之
例
一
、臨
時
祭
者
、

朱
雀
院
御
宇
天
慶
之
例
、
五
月
会
者
、
被
レ
移
二
今
比
叡
祭
礼
一
、
放
生
会
者
、
被

レ
追
二
仁
明
天
王
御
宇
承
和
十
年
、
大
神
宮
幷

男
山
之
儀
式
一
之
由
、
所
二
承
及
一
也
。

仍
注
進
如
レ
件
。

（
禰
宜
）

　
　
　

応（
一
三
七
五
）

安
八
年

乙卯

三
月
十
七
日

　
　

権
擬
大
宮
司
祝
詞

0

0

禰0

宜0

兼
殿
上
職
致
広

0

0　

在
判

　
　
（
永
享
九
年
追
補
部
分
中
略
）

右
、此
目
録
ハ
致
広
祝
詞

0

0

0

0

注
進
被
レ
移
畢
。
但
第
三
宮
毎
月
八
日
御
事
、同
僧
供
田
、

又
正
月
七
日
白
馬
次
第
、
三
所
長
日
御
供
米
、
同
後
田
、
同
三
節
供
、
ス
ヽ
ミ
テ

之
酒
肴
・
薪
・
塩
・
野
菜
・
和
布
以
下
等
事
者
、
本
目
録

ニ
ハ

雖
レ
無
レ
之
、
厳
重

之
為
二
御
神
事
・
神
役
一
間
、
書
令

（
写
ヵ
）畢

。

　
　
　

永（
一
四
三
七
）

享
九
年

丁　
巳

三
月
七
日

　
　
　
　

大
宮
司
氏
俊
（
花
押
影
）

　
　
　
　

大
宮
司
氏
郷
（
花
押
影
）

　
「
応
安
」
諸
本
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
た
河
窪
奈
津
子
氏
は
、「
応
安
」
の
原
本
は

応
安
八
年
に
祝
詞
禰
宜
致
広
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
写
本
が
甲
本
、
乙
本
の
順
で
成
立
、

永
享
九
年
に
祝
詞
禰
宜
致
宣
が
追
記
し
て
新
た
に
編
纂
し
た
も
の
が
戊
本
原
本
、
甲
・

乙
本
を
参
照
し
て
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
に
祝
詞
禰
宜
護
致
が
書
写
し
た
も
の
が
丙

本
原
本
と
す
る（
13
）。

　

こ
こ
で
は
、
祝
詞
禰
宜
致
広
は
、「
正
平
」
の
編
纂
か
ら
わ
ず
か
七
年
後
の
応
安
八 

年
、
時
の
大
宮
司
氏
俊
の
下
で
三
月
十
日
に
「
御
供
下
行
事
」
を
、
続
け
て
三
月
十
七

日
に
「
応
安
」
を
新
た
に

0

0

0

編
纂
し
た
と
い
う
事
実
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
（
二
）
忌
子
禰
宜

　
【
表
二
】
で
は
文
永
九
年
に
「
忌
子
禰
宜
」
が
み
え
な
い
が
、
正
応
六
年
に
は
「
忌
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子
禰
宜
宗
形
千
連
」
の
名
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
宗
像
（
宗
形
）
千
連
は
「
応
安
」
に
も

そ
の
名
が
現
れ
る
。

 

【
史
料
五
】「
応
安
神
事
次
第
」
甲
本

　
　

宮
政
所
、
惟
当
歳
、
弘
安
六
年
十
二
月
晦
日
、

王
城

ニ
ハ

名
ヲ

上
、
鎮
西

ニ
ハ

徳
ヲ
ヒ
ロ
ケ

、
誠

ニ
や
コ
ト
ナ
ク
マ
シ
マ
ス
、
宮
ツ

カ
サ
殿

ノ
籠

リ
マ
シ
マ
ス
ヘ
キ
西

ノ
神
殿

ニ
、
何
人
ナ
レ
ハ
コ
モ
リ
給

フ
ソ
イ
フ

ト
キ
、

　
　
　

忌
子
曰
、

　
　

宗
像　

忌
子

0

0

禰0

宜
千
連

0

0

0

者
、
宮
司
殿

ノ
御
代
官

ニ
コ
モ
リ
テ
候
ト
イ
フ
。

　

十
二
月
晦
日
、
大
宮
司
が
籠
る
べ
き
政
所
社
西
神
殿
に
誰
が
籠
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
問
い
か
け
に
対
し
、
忌
子
禰
宜
が
「
宮
司
殿

ノ
御
代
官
」
と
し
て
籠
っ
て
い
る
と
答

え
る
秘
密
の
神
事
で
あ
る（
14
）。

ま
た
、
同
甲
本
所
収
の
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
正
月

八
日
「
宗
像
三
所
大
菩
薩

ノ
御
占
事
」
に
も
「
忌
子
禰
宜
千
連
」
が
見
え
て
い
る
。
一

方
、「
応
安
」
乙
本
は
、【
史
料
五
】
の
「
西

ノ
神
殿
」
に
お
け
る
神
事
と
し
て
、
建
保

三
年
（
一
二
一
五
）
十
二
月
晦
日
の
事
例
を
挙
げ
、「
宗
形
忌
子
禰
宜
千
時
」
の
名
を

記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
忌
子
禰
宜
は
、
少
な
く
と
も
建
保
年
間
か
ら
存
在
し
、
文

永
九
年
に
は
欠
員
で
あ
っ
た
も
の
の
、弘
安
六
年
か
ら
正
応
六
年
の
間
は
宗
像
（
宗
形
）

千
連
が
担
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
甲
本
に
お
い
て
千
連
が
先
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
祝
詞
禰
宜
と
同
様
、
忌
子
禰
宜
も
職
掌
の
整
備
の
画
期
は
千
連

の
時
代
、
す
な
わ
ち
十
三
世
紀
後
半
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
の
忌
子
禰
宜
は

「
宮
司
殿

ノ
御
代
官
」
と
し
て
秘
事
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
像
社
の
神
事
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　

本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
は
ず
の
忌
子
禰
宜
が
「
正
平
」

の
「
役
」
の
中
に
全
く
現
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
章
で
御
供
の
負
担
に
お
い
て
「
正

平
」
と
「
応
安
」
と
に
は
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
忌
子
禰
宜
の
「
役
」
が

「
正
平
」
に
み
え
な
い
と
い
う
事
実
は
、
単
に
御
供
を
負
担
し
な
か
っ
た
と
い
う
以
上

の
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
正
平
」
に
お
け
る
忌
子
禰
宜
の
不
在
と
「
社
務
役
」
の
多

さ
は
、
神
事
の
執
行
に
お
け
る
社
内
の
組
織
構
造
の
不
安
定
性
を
表
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
正
平
」
と
「
応
安
」
と
は
中
世
宗
像
社
の

神
事
内
容
を
補
完
し
合
う
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
差
異
こ
そ
が
強
調
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、「
正
平
」
の
成
立
か
ら
わ
ず
か
七
年
後
の
祝
詞
禰
宜
に
よ

る
「
応
安
」「
御
供
下
行
事
」
編
纂
は
、
先
代
大
宮
司
と
そ
の
神
事
の
執
行
方
法
を
否

定
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
正
平
」
が
南
朝
年
号
を
持
つ
こ
と
が
改
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。

　

三
．「
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
と
宗
像
氏
名

 

【
史
料
六
】「
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
奥
書

　
　
　

已
上

　
　

惣
都
合
神
事　

五
千
九
百
二
十
一
度

　
　

正 （
一
三
六
八
） 

平
廿
三
年
六
月　
　

日
大（

別
筆
）

宮
司
氏
郷
（
花
押
影
）
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本
文
と
奥
書
の
「
正
平
廿
三
年
六
月
日
」
と
は
同
筆
で
あ
る
が
、「
大
宮
司
氏
郷
（
花

押
影
）」
は
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
大
宮
司
職
に
就
き
、

文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
に
没
し
た
氏
郷
が
書
写
に
関
わ
っ
た
は
ず
は
な
い
た
め
、
名

前
と
花
押
影
は
氏
郷
が
本
書
を
伝
領
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
15
）。

ま

た
、「
御
供
下
行
事
」
奥
書
、「
応
安
」
戊
本
永
享
九
年
奥
書
に
も
大
宮
司
氏
俊
と
氏

郷
の
署
判
が
あ
る
が
（【
史
料
三
】【
史
料
四
】
参
照
）、
こ
れ
も
六
二
・
六
五
代
大
宮

司
氏
俊
（
氏
経
子
、
祝
松
丸
、「
応
安
」
原
本
編
纂
時
の
五
二
代
氏
俊
と
は
別
人
）
に

よ
っ
て
追
補
が
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
伝
領
し
て
相
伝
の
証
判
を
加
え
た
の
が
氏
郷
で
あ

る
と
い
う（
16
）。

　
『
宗
像
大
社
文
書
』
の
解
題
（
七
一
六
～
七
一
七
頁
）
で
は
、
正
平
二
十
三
年
と
い

う
年
紀
に
つ
い
て
、「
宗
像
社
が
こ
の
時
期
南
朝
勢
力
に
接
近
す
る
形
で
、
神
社
の
興

隆
を
は
か
っ
た
証
左
と
み
な
す
べ
き
性
格
の
も
の
」
と
し
て
、
原
本
の
成
立
は
正
平

二
十
三
年
で
あ
り
、
十
七
世
紀
初
頭
に
書
写
さ
れ
た
「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
の
筆

跡
と
の
比
較
か
ら
、
現
存
本
は
近
世
初
頭
の
写
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
さ
す
れ

ば
、「
大
宮
司
氏
郷
（
花
押
影
）」
は
そ
れ
以
後
の
加
筆
と
な
る
が
、
河
窪
氏
は
、「
応

安
」
戊
本
（
明
治
初
年
の
書
写
）
の
原
本
の
奥
書
に
あ
っ
た
氏
郷
の
花
押
を
真
似
た
も

の
で
あ
り
、
氏
郷
の
署
判
が
伝
領
の
経
緯
や
成
立
の
事
情
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な

い
と
す
る（
17
）。

　

と
も
あ
れ
、
現
存
本
の
奥
書
に
は
、
正
平
二
十
三
年
段
階
で
「
正
平
」
を
編
纂
し

た
、
あ
る
い
は
編
纂
さ
せ
た
人
物
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
立

時
期
を
鑑
み
れ
ば
、
貞
治
三
＝
正
平
十
九
年
（
一
三
六
四
）
二
月
五
日
、
兄
氏
俊
か
ら

大
宮
司
職
を
譲
与
さ
れ
た
氏
名
の
存
在
が
浮
か
ん
で
く
る（
18
）。

氏
名
こ
そ
、「
宗
像
宮

社
務
次
第
」
甲
本
に
「
五
十
三
代
氏
名 

但
宮
方
之
社
務

0

0

0

0

0

也 

氏
俊
舎
弟
」、
同
乙
本
に

「
五
十
三 
氏
名 

氏
俊
舎
弟 

但
宮
方
社
務

0

0

0

0 

於
二
棰（

垂
）見

合
戦
一
打
死
畢
」
と
記
さ
れ
た
人

物
で
あ
っ
た
。

　

氏
名
の
大
宮
司
就
任
に
つ
い
て
、
大
宮
司
職
を
め
ぐ
る
一
族
の
対
立
が
南
北
朝
の
動

【図二】「正平二十三年宗像宮年中行事」奥書（『宗像大社文書』第三巻影印本）
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乱
と
結
び
つ
い
た
と
す
る
見
解（
19
）と

社
内
の
総
意
に
よ
っ
て
宮
方
の
大
宮
司
が
選
択
さ

れ
た
と
す
る
見
解（
20
）が

あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
五
一
代
大
宮
司
の
氏
正
は
、「
正

平
十
年
十
一
月
」
の
年
紀
に
よ
っ
て
氏
俊
へ
社
務
職
幷
別
府
・
宮
方
検
断
公
文
職
、
赤

馬
地
頭
職
を
譲
与
し
て
い
る
（【
表
一
】
№
２
～
４
）。
宮
方
優
勢
の
状
況
で
は
氏
正
も

南
朝
年
号
を
使
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氏
名
の
み
が
「
宮
方
社
務
」
と
さ
れ

た
の
は
、
氏
名
が
名
実
共
に
宮
方
に
与
し
た
人
物
で
、
武
家
方
の
宗
像
大
宮
司
家
に
お

い
て
異
質
の
存
在
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

氏
名
か
ら
氏
俊
に
大
宮
司
職
等
の
再
譲
与
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
が
、「
宗
像
宮

社
務
次
第
」
甲
・
乙
本
に
は
氏
俊
は
応
安
五
年
に
京
都
よ
り
下
向
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

還
補
し
た
と
あ

り
、
氏
名
の
在
任
中
、
武
家
方
で
あ
る
氏
俊
は
京
都
に
逃
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
ま
た
、
応
安
四
年
七
月
二
十
六
・
二
十
七
日
に
「
社
務
職
并
別
府
・
宮
方
検
断
公
文

職
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
職
が
氏
俊
か
ら
子
息
弥
松（
氏
頼
）に
譲
与
さ
れ
て
い
る（
21
）。

氏
俊
は
還
補
後
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）
ま
で
大
宮
司
に
在
任
し
て
お
り（
22
）、

応
安
四

年
時
の
譲
与
は
大
宮
司
と
し
て
の
権
限
を
氏
俊
が
保
持
し
た
ま
ま
、
自
ら
の
後
継
者
を

指
名
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
に
氏
俊
と
氏
名
と

の
対
立
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
宗
像
宮
社
務
次
第
」
の
記
述
を
信
じ
れ
ば
、
応
安
四
年
段
階
で

の
大
宮
司
は
氏
名
で
あ
る
た
め
、
京
都
に
逃
れ
て
い
た
氏
俊
が
氏
頼
へ
の
譲
与
を
行
っ

た
契
機
は
今
川
了
俊
の
九
州
下
向
を
お
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
。

　

応
安
四
年
二
月
十
九
日
京
都
を
発
っ
た
了
俊
の
九
州
攻
略
の
方
針
は
、
子
息
義
範
を

大
友
氏
と
と
も
に
豊
後
か
ら
、
弟
仲
秋
を
松
浦
党
と
と
も
に
肥
前
か
ら
、
そ
し
て
了
俊

自
身
は
豊
前
か
ら
侵
攻
し
、
三
方
面
か
ら
一
挙
に
大
宰
府
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
同
年
七
月
二
日
夜
、
豊
後
高
崎
城
に
入
っ
た
義
範
は
、
七
月
二
十
三
日
、
国
東
郷

に
要
害
を
構
え
て
い
た
菊
池
武
光
の
若
党
平
賀
新
左
衛
門
尉
を
攻
め
、
平
賀
彦
次
郎
以

下
三
人
を
討
ち
取
っ
て
い
る（
23
）。

こ
の
戦
い
が
氏
俊
か
ら
氏
頼
へ
の
形
式
的
な

0

0

0

0

譲
与
が

行
わ
れ
た
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
了
俊
が
大
宰
府
を
陥
落
さ

せ
た
応
永
五
年
、
氏
俊
は
大
宮
司
に
還
補
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
宮
方
社
務
」
で
あ
っ
た
氏
名
は
、「
宗
像
宮
社
務
次
第
」
乙
本
に
よ
れ
ば
垂
見
合
戦

で
討
死
し
て
し
ま
う
。
大
宮
司
経
験
者
の
討
死
は
宗
像
大
宮
司
家
に
と
っ
て
異
例
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
な
る
合
戦
で
は
な
く
、
宮
方
対
武
家
方
―
氏
名
対
氏
俊
と
い
う

対
立
図
式
の
中
で
起
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

氏
名
が
討
死
し
た
「
垂
見
合
戦
」
の
年
紀
は
定
か
で
は
な
い
。『
宗
像
市
史
』
で
は
、

『
歴
代
鎮
西
志
』（
九
巻
）
の
記
述
か
ら
、
応
安
七
年
に
長
門
国
か
ら
下
っ
た
菊
池
武
政

が
門
司
・
小
倉
・
岩
錯
・
香
原
・
帆
柱
・
馬
岳
・
蘆
屋
・
宗
像
に
城
郭
を
構
え
、
宗
像

に
布
陣
し
た
際
に
、
氏
名
は
武
政
指
揮
下
に
入
っ
て
垂
見
峠
で
討
死
し
た
と
す
る（
24
）。

断
定
は
難
し
い
が
、
了
俊
の
九
州
下
向
に
合
わ
せ
た
氏
俊
の
行
動
は
迅
速
で
あ
り
、
応

安
五
年
に
大
宰
府
が
陥
落
し
、
宮
方
が
高
良
山
に
追
わ
れ
た
な
か
で
、
氏
名
は
応
永
七

年
ま
で
勢
力
を
保
持
で
き
た
だ
ろ
う
か
。【
史
料
七
】
の
示
す
よ
う
に
、
了
俊
の
軍
勢

は
豊
前
方
面
か
ら
宗
像
を
経
由
し
て
大
宰
府
へ
と
侵
攻
し
た
。
こ
の
時
に「
垂
見
合
戦
」

が
行
わ
れ
、
氏
名
は
討
死
し
た
と
の
推
測
も
成
り
立
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。

 

【
史
料
七
】「
吉
河
経
見
軍
忠
状
」（「
吉
川
家
文
書
」
南
北
朝
遺
文
四
九
六
一
号
）

　

安
芸
国
大（

山
県
郡
）

朝
新
庄
地
頭
吉
河
駿
河
守
経
見
申
軍
忠
事
、

右
、
鎮
西
御
発
向
之
時
、
最
先
馳
参
、
自
二
豊
前
国
門（

企
救
郡
）

司
関
一
、
令
二
供
奉
一
、
致
二
忠
節
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一
之
処
、
去
二
月
十
日
、
筑
前
国
多（

遠
賀
郡
）

良
倉
・
鷹
見
嶽
両
城
御
合
戦
懸
レ
先
、
抽
二
戦
功
一

之
以
来
、
小（

企
救
郡
）倉

・
宗（

宗
像
郡
）像

・
皆（

糟
屋
郡
）内

・
隈
・
岩（

那
珂
郡
）戸

・
佐（

御
笠
郡
）

野
山
御
陣
等
、
於
二
所
一々
、
于
レ
今

竭
二
忠
節
一
訖
。
然
早
下
二
賜
御
証
判
一
、
為
レ
備
二
後
代
亀
鏡
一
、
粗
言
上
如
レ
件
。

　
　

応
安
五
年
六
月　

日
�

「（
今
川
貞
世
・
了
俊
）

（
花
押
）」

　
「
垂
見
合
戦
」
で
氏
名
を
排
除
し
、
五
四
代
大
宮
司
と
な
っ
た
氏
俊
は
、
氏
名
に
よ

る
「
正
平
」
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
神
事
の
執
行
体
制
を
築
く
た
め
「
御
供
下
行
事
」

「
応
安
」
の
編
纂
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
応
安
」
の
み
が
永
享
年
間
に
追
補
さ

れ
、
諸
本
が
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、「
正
平
」
に
替
わ
っ
て
「
応
安
」
が
「
主
流
」

と
な
っ
た
こ
と
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

　

お
わ
り
に

　

既
往
の
研
究
に
屋
上
屋
を
架
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
南
朝
年
号
を
持
つ

「
正
平
」
の
特
異
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
、「
正
平
」
を
成
立
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
る
神
事

の
執
行
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
「
宮
方

0

0

社
務
」
氏
名
の
異
質
性
を
主
張
し
て
み
た
。

「
正
平
」
と
氏
名
を
乗
り
越
え
る
と
こ
ろ
に
、
応
安
八
年
の
祝
詞
禰
宜
に
よ
る
「
御
供

下
行
事
」「
応
安
」
の
編
纂
目
的
が
あ
り
、
氏
俊
は
そ
れ
ら
に
基
づ
く
新
た
な
神
事
の

体
制
を
再
構
築
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。「
正
平
」
と
「
応
安
」
は
南
北
朝
の
動

乱
を
め
ぐ
る
対
立
し
た
理
念
の
下
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
共
通
性
よ
り

も
差
異
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
当
該
期
の
宗
像
社
と
大
宮
司
家
の
状
況
を
理
解
で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
氏
俊
以
降
も
「
正
平
」
が
書
写
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
そ
の
理
由
が
奈
辺
に
あ
る
か
、
神
事
関
係
史
料
の
よ
り
精
緻
な
比
較
・
検

討
の
必
要
性
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

�（
１
）
正
慶
二
年
＝
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
四
月
二
日
、
長
門
探
題
救
援
の
た
め
、「
大
隅
国
御
家

人
日
田
肥
前
権
守
入
道
、
宗
像
大
宮
司
、
并
豊
前
国
宇
佐
築
城
上
津
妻
毛
下
津
毛
ノ
四
郡
人
々
」

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
（「
博
多
日
記
」
同
日
条
）、
同
五
月
二
十
二
日
、
少
弐
貞
経
が
鎮
西
探
題

北
条
英
時
を
攻
め
た
際
に
は
宗
像
氏
は
「
属
探
題
在
城
」
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（『
歴
代
鎮
西
要 

略
』
巻
三
）。
し
か
し
、
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
に
よ
っ
て
「
筑
前
国
宗
像
社
々
務
当
知
行
之
地
」

が
安
堵
さ
れ
て
お
り
（
元
弘
三
年
九
月
十
七
日
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
」『
宗
像
大
社
文
書
』
第
一

巻
三
号
文
書
）、
ど
の
時
点
か
で
鎌
倉
幕
府
か
ら
離
反
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）『
太
平
記
』
巻
第
十
六
「
将
軍
筑
紫
御
開
事
」
に
「
宗
像
大
宮
司
使
者
ヲ
進
テ
、
御
座
ノ
辺
ハ

余
リ
ニ
分
内
狭
テ
、
軍
勢
ノ
宿
ナ
ン
ド
モ
候
ハ
ネ
バ
、
恐
ナ
ガ
ラ
此
弊
屋
ヘ
御
入
有
テ
、
暫
此

間
ノ
御
窮
屈
ヲ
息
ラ
レ
、
国
々
ヘ
御
教
書
ヲ
成
レ
テ
、
勢
ヲ
召
レ
候
ベ
シ
ト
申
ケ
レ
バ
、
将
軍

軈
テ
宗
像
ガ
館
ヘ
入
セ
給
フ
」、『
梅
松
論
』「
尊
氏
勢
宗
像
出
陣
な
ら
び
に
頼
尚
軍
議
の
事
」
に

「
頼
尚
先
陣
を
承
て
、
あ
し
や
の
津
を
御
立
あ
っ
て
、
宗
像
大
宮
司
が
宿
所
へ
酉
刻
に
御
着
あ
り
。

や
が
て
両
御
所
に
御
鎧
、
馬
を
進
上
申
け
り
」、『
歴
代
鎮
西
要
略
』
巻
三
に
「
尊
氏
将
軍
移
宗
像 

城
、
大
宮
司
氏
直
献
馱

騎
馬
鎧
両
御
所
」、『
菊
池
伝
記
』
巻
一
に
「
筑
前
国
宗
像
郡
江
口
に

着
船
あ
り
し
か
は
宗
像
大
宮
司
お
の
が
館
に
請
し
入
」
と
あ
る
。

（
３
）
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
三
月
五
日
「
宗
像
大
宮
司
氏
正
譲
状
」（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
一
巻

（
マ
マ
）
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一
二
〇
号
文
書
）、「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
の
「
代
々
社
務
譲
状
次
第
」
の
項
に
、「
一
通　

自
氏
正
氏
俊
譲
状　

文
和
四
年
三
月
五
日　

肥
前
国
神
崎
五
町
分
事
」「
一
通　

自
氏
正
氏
俊
譲

状　

文
和
四
年
三
月
五
日　

壱
岐
薬
師
丸
事
」
と
あ
る
。

（
４
）「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
注
解
（『
宗
像
大
社
文
書
』
第
二
巻
三
八
二
頁
）。

（
５
）「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
で
は
、「
朝
町
村
本
主
」
に
つ
い
て
菊
王
丸
→
宇
佐
胤
泰
→
宇
佐
氏

泰
と
い
う
相
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
（「
朝
町
本
主
文
書
」
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
十
一
月
八
日 

「
菊
王
丸
譲
状
」、
正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
四
月
十
九
日
「
宇
佐
胤
泰
譲
状
」、
貞
治
二
年

（
一
三
六
三
）三
月
二
十
三
日「
宇
佐
氏
泰
宗
像
社
務
譲
状
」）。
一
方
、「
朝
町
村
相
伝
系
図
」（『
宗

像
大
社
文
書
』
第
二
巻
所
収
「
宗
像
家
文
書
」
一
二
号
）
で
は
、
菊
王
丸
→
胤
泰
（
曲
弥
五
郎
）

→
氏
胤
（
曲
弾
正
左
衛
門
入
道
）
→
胤
政
（
同
次
郎
左
衛
門
）
と
い
う
相
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

朝
町
村
は
、
平
安
末
期
に
遡
る
「
根
本
神
領
」
で
あ
る
が
、「
社
家
と
国
衙
と
に
両
属
し
、
土

地
は
地
頭
が
支
配
し
、
国
衙
に
年
貢
、
社
家
に
は
雑
役
を
納
め
る
と
こ
ろ
」（『
宗
像
神
社
史
』

下
巻
六
四
七
頁
）
で
あ
っ
た
た
め
、
度
々
社
家
（
大
宮
司
家
）
と
地
頭
（
本
主
）
と
の
間
で
相

論
が
行
わ
れ
た
。「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
の
貞
治
二
年
三
月
二
十
三
日
「
宇
佐
氏
泰
宗
像
社

務
譲
状
」
に
は
「
彼
氏
泰
者
依
レ
為
二
社
務
烏
帽
子
一々
、
本
文
書
相
二
副
手
継
一
譲
二
社
務
一
文
言

有
レ
之
」
と
あ
り
、
貞
治
二
年
に
氏
泰
か
ら
社
務
（
大
宮
司
）
へ
譲
与
さ
れ
た
。

　
　
　

な
お
、『
宗
像
神
社
史
』
で
は
宇
佐
胤
泰
か
ら
大
宮
司
氏
俊
へ
の
譲
与
と
し
（
下
巻
六
五
〇

頁
）、『
宗
像
大
社
文
書
』
の
注
釈
で
は
、
宇
佐
氏
泰
か
ら
大
宮
司
氏
経
へ
相
伝
さ
れ
た
と
す
る

が
（
第
二
巻
三
七
四
頁
）、
貞
治
二
年
の
譲
与
は
宇
佐
氏
泰
か
ら
五
二
代
大
宮
司
氏
俊
へ
譲
与
さ

れ
た
と
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

ま
た
、「
朝
町
村
相
伝
系
図
」
で
は
本
主
の
一
族
を
佐
々
目
氏
と
す
る
が
、「
宗
像
家
社
家
文

書
惣
目
録
」
に
お
い
て
宇
佐
氏
と
さ
れ
た
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
。

（
６
）
加
瀬
直
弥
「
中
世
宗
像
社
に
見
る
大
宮
司
と
神
事
の
関
わ
り
」『
神
道
古
典
研
究
所
紀
要
』
第
十 

号
、
二
〇
〇
四
年
。

（
７
）『
宗
像
大
社
文
書
』
第
二
巻
所
収
「
宗
像
家
文
書
」
一
号
文
書
。

（
８
）『
宗
像
大
社
文
書
』
第
一
巻
一
八
〇
号
文
書
。

（
９
）『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
四
六
二
～
四
六
三
頁
で
は
、
共
通
す
る
人
物
を
五
名
と
し
て
い
る
が
、「
権

少
宮
司
平
長
実
」
と
「
少
宮
司
平
「
長
真
」」
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
、『
宗
像

大
社
文
書
』
第
二
巻
所
収
「
宗
像
家
文
書
」
一
号
文
書
の
注
解
で
は
、
文
永
九
年
の
「
権
大
宮

司
宗
像
」
を
資
氏
に
比
定
し
て
い
る
。

（
10
）
河
窪
奈
津
子
「
宗
像
大
社
所
蔵
の
神
事
史
料
」『
神
道
宗
教
』
二
一
一
、二
〇
〇
八
年
。

（
11
）『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
三
九
六
頁
で
は
、「
御
供
下
行
事
」
の
内
容
が
定
ま
っ
た
時
期
を
鎌

倉
時
代
中
期
と
す
る
。
こ
れ
は
、
同
奥
書
に
「
氏
国
御
館
之
御
時
」
と
あ
り
、
氏
国
が
十
三
世

紀
前
半
に
大
宮
司
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
の
推
定
と
思
わ
れ
る
。
同
書
中
に
は
「
忌
子
」
と
と
も

に
「
祝
詞
」（
禰
宜
）
が
見
え
る
が
、
同
書
の
内
容
が
全
て
「
氏
国
御
館
之
御
時
」
と
は
考
え
に

く
い
。
祝
詞
禰
宜
の
役
職
が
整
備
さ
れ
、
御
供
下
行
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
正
応
年

間
以
降
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
12
）『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
四
一
、四
七
～
四
八
頁
。

（
13
）
前
掲
註
（
10
）
河
窪
論
文
。
ま
た
、祝
詞
禰
宜
致
広
の
「
権
擬
大
宮
司
」「
殿
上
職
」
に
つ
い
て
、

祝
詞
禰
宜
家
が
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
か
ら
戊
本
成
立
の
十
二
年
の
間
に
昇
格
し
た
も

の
と
し
、
応
安
八
年
当
時
の
肩
書
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
14
）「
吉
野
期
神
事
目
録
」
も
「
西
神
殿
御
神
事
」
を
十
二
月
晦
日
と
す
る
。
一
方
、「
正
平
」
の
「
政

所
社
神
事
」
の
項
で
は
、「
西
神
殿
神
事
」
を
十
二
月
二
十
五
日
と
す
る
。『
宗
像
神
社
史
』
下

巻
二
五
七
頁
で
は
、「
年
末
の
二
十
五
日
夜
か
ら
忌
籠
に
入
つ
た
時
期
と
、
そ
れ
を
晦
日
に
短
縮
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し
た
時
期
と
が
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
す
る
。

（
15
）『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
三
九
、四
八
〇
頁
。

（
16
）『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
四
八
頁
。
な
お
、
同
頁
で
は
、
本
書
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
就

任
し
た
社
家
最
後
の
大
宮
司
で
あ
る
宗
像
氏
重
が
、
明
治
三
、
四
年
頃
の
大
宮
司
在
職
中
に
自

ら
書
写
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

（
17
）
前
掲
註
（
10
）
河
窪
論
文
。

（
18
）「
宗
像
社
家
文
書
惣
目
録
」
の
「
代
々
社
務
譲
状
次
第
」
の
項
に
、「
一
通　

自
氏
俊
氏
名
譲
状　

貞
治
三
年
二
月
五
日　

社
務
職
幷
別
府
・
宮
方
検
断
公
文
職
事
」
と
あ
る
。

（
19
）
桑
田
和
明
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
宗
像
社
と
諸
郷
」（
同
『
中
世
筑
前
国
宗
像
氏
と
宗
像
社
』

〔
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
〕
所
収
、
初
出
は
一
九
八
八
年
）、『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
四
七
一
頁
。

（
20
）
前
掲
註
（
10
）
河
窪
論
文
、『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
三
九
四
～
三
九
六
頁
。

（
21
）「
応
永
社
家
文
書
惣
目
録
」
の
「
代
々
社
務
譲
状
次
第
」
の
項
。

（
22
）「
応
永
社
家
文
書
惣
目
録
」
の
「
代
々
社
務
譲
状
次
第
」
の
項
に
「
一
通　

自
氏
俊
権
大
宮
司

氏
頼
譲
状　

永
徳
元
年
十
一
月
十
六
日　

壱
岐
島
薬
師
丸
地
頭
職
事
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
ま

で
氏
頼
が
権
大
宮
司
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
23
）
川
添
昭
二
『
今
川
了
俊
』（
人
物
叢
書
新
装
版　

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）、
八
九
頁
。

（
24
）『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
三
九
七
～
三
九
八
頁
。
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